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ト
ラ
ン
プ
政
権
期
に
包
摂
性
、
報
道
の
自
由
、
司
法
の
独
立
性
、

政
府
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
ど
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
米
国
で
、
新
生

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
政
権
は
人
権
・
民
主
主
義
の
保
護
を
政
策
の
中

心
に
据
え
た
。
そ
れ
に
基
づ
く
外
交
も
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
、
新

た
な
路
線
の
基
軸
は
国
際
連
携
に
よ
る
人
権
・
民
主
主
義
の
推
進
と

な
っ
た
。
背
後
に
は
、
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
の
後
退
に
加
え
、
国

際
社
会
の
米
国
に
対
す
る
認
識
変
化
を
自
覚
す
る
米
政
権
・
識
者
の

姿
が
あ
る
。
本
稿
は
バ
イ
デ
ン
政
権
の
人
権
・
民
主
主
義
外
交
を
論

じ
、
国
際
連
携
が
重
視
さ
れ
る
中
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
取

る
べ
き
か
を
探
る
。

守
勢
に
立
た
さ
れ
る
人
権
・
民
主
主
義

　

独
立
国
と
し
て
の
歴
史
が
浅
い
国
が
大
半
を
占
め
、
植
民
地
主
義

の
残
像
と
そ
れ
へ
の
嫌
悪
が
根
強
く
残
る
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、

自
由
権
を
中
心
と
し
た
人
権
規
範
と
、
そ
れ
を
推
進
す
る
上
で
必
要

と
な
る
自
由
主
義
的
民
主
主
義
を
求
め
る
声
は
、
欧
米
の
価
値
観
を

押
し
つ
け
る
新
植
民
地
主
義
で
あ
り
主
権
侵
害
で
あ
る
と
し
て
、
各

国
か
ら
長
年
忌
避
さ
れ
て
き
た
。
日
本
も
大
戦
の
反
省
か
ら
ア
ジ
ア

諸
国
に
理
解
を
示
し
、
干
渉
を
控
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

他
方
で
日
本
は
、
市
民
的
自
由
と
政
治
的
権
利
に
価
値
を
置
く
自

一
橋
大
学
准
教
授

カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
客
員
研
究
員

市
原
麻
衣
子

再
び
ア
メ
リ
カ
外
交
の
柱
に
据
え
ら
れ
た
「
人
権
外
交
」。

だ
が
人
権
・
民
主
主
義
は
、
世
界
的
に
退
潮
し
て
い
る
。

ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ン
プ
の
国
際
社
会
で
、
ど
う
規
範
を
立
て
直
す
か
、

自
由
主
義
諸
国
の
連
帯
は
中
・
ロ
の
攻
勢
に
立
ち
向
か
え
る
か
。

そ
の
「
変
容
」
の
本
質
を
と
ら
え
、
日
本
の
あ
り
方
を
も
考
え
る
。

い
ち
は
ら　

ま
い
こ　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程

を
修
了
（
政
治
学Ph.D

.

）。
関
西
外
国
語

大
学
講
師
・
准
教
授
を
経
て
現
職
。
著
書
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な
ど
。

変
容
す
る「
人
権
・
民
主
主
義
外
交
」

―
―
民
主
主
義
国
の
国
際
連
携
と
日
本
の
あ
り
方
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由
主
義
的
民
主
主
義
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た
価

値
の
受
容
と
、
他
国
に
対
す
る
自
由
主
義
的
価
値
推
進
の
欠
如
を
両

立
可
能
か
の
よ
う
に
見
せ
て
い
た
の
は
、主
権
規
範
の
み
で
は
な
い
。

経
済
発
展
が
民
主
化
を
も
た
ら
す
と
論
じ
る
近
代
化
論
の
役
割
も
大

き
い
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
民
主

化
の
「
第
三
の
波
」
に
お
い
て
民
主
主
義
が
拡
大
し
た
こ
と
は
、
他

国
が
干
渉
し
な
く
と
も
人
権
状
況
は
早
晩
改
善
す
る
の
だ
と
証
明
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
日
本
は
、

人
権
・
民
主
主
義
推
進
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
む
し
ろ
、
各
国

の
政
治
体
制
や
内
政
状
況
を
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
た
上
で
の
開
発
支

援
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
過
去
一
五
年
間
の
状
況
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
完
全
に
反
転

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各
国
経
済
は
拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、人
権
状
況
は
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
と
行
き
過
ぎ
た
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
に
よ
り
各

国
で
経
済
的
な
分
断
が
拡
大
し
、
増
大
し
た
経
済
的
弱
者
は
、
少
数

派
を
貶
め
る
こ
と
で
自
ら
の
尊
厳
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
排
外
主
義

に
向
か
っ
た
。
経
済
的
弱
者
の
動
き
は
、
多
数
派
を
保
護
す
る
と
主

張
す
る
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
を
助
け
、
両

者
は
相
互
依
存
関
係
を
強
め
て
憤
り
に
根
差
す
政
治
に
走
り
、
各
国

で
民
主
主
義
制
度
を
侵
食
し
、
人
権
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
。

　

加
え
て
、
一
部
の
権
威
主
義
国
の
影
響
力
工
作
に
よ
り
、
民
主
主

義
の
弱
体
化
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
や
中
国
は
民
主
主
義
国

の
選
挙
プ
ロ
セ
ス
に
介
入
し
、
民
主
主
義
国
が
無
秩
序
で
あ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
拡
散
し
て
民
主
主
義
の
正
当
性
を
棄
損
し
、
同
時
に

自
国
の
政
治
体
制
を
守
ろ
う
と
し
て
き
た
。
さ
ら
に
中
国
は
他
国
に

デ
ジ
タ
ル
監
視
国
家
モ
デ
ル
を
輸
出
し
、
政
府
批
判
の
取
り
締
ま
り

を
支
援
し
て
き
た
。
中
ロ
の
こ
う
し
た
他
国
に
対
す
る
浸
食
に
よ
っ

て
、
放
っ
て
お
け
ば
民
主
主
義
が
雪
崩
の
ご
と
く
崩
れ
て
い
く
状
況

が
加
速
し
た
。

　

守
勢
に
立
た
さ
れ
る
世
界
の
人
権
・
民
主
主
義
に
と
っ
て
さ
ら
に

悪
か
っ
た
の
は
、
米
国
が
四
年
間
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
「
沈
ん
だ
」
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
世
界
各
国
で
人
権
・
民
主
主
義
を
推
進
し

て
き
た
人
々
は
、
自
由
の
価
値
を
追
求
す
る
米
国
社
会
を
イ
デ
ア
と

し
て
意
識
的
・
無
意
識
的
に
追
い
か
け
て
い
た
。
そ
の
米
国
で
人

権
・
民
主
主
義
の
規
範
と
制
度
が
こ
こ
ま
で
弱
体
化
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
は
、
民
主
主
義
へ
の
希
望
を
退
色
さ
せ
、
市
民
的
自
由
や
自
由
主

義
的
民
主
主
義
の
規
範
を
大
き
く
侵
食
し
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
誕
生
と
人
権
・
民
主
主
義
外
交
の
復
活

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
か
ら
米
国
の
民
主
主
義
を
奪
還
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
て
成
立
し
た
新
生
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
人
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権
と
民
主
主
義
を
国
内
・
対
外
政
策
の
中
心
に
据
え
た
。
た
だ
し
、

米
国
内
で
の
民
主
主
義
の
立
て
直
し
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
あ
り
、ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ゴ
ー
ル
ド
ガ
イ
ヤ
ー
教
授
（
ア

メ
リ
カ
ン
大
学
）
と
ブ
ル
ー
ス
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
ソ
ン
教
授
（
デ
ュ
ー

ク
大
学
）
が
今
年
一
月
に
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
誌
上
で
論

じ
た
よ
う
に
、
人
権
・
民
主
主
義
外
交
を
行
う
前
に
、
自
国
の
民
主

主
義
復
活
に
専
念
す
べ
き
と
い
う
論
調
が
、
米
国
内
に
は
根
強
く
見

ら
れ
る
。
し
か
し
国
際
秩
序
の
変
性
に
照
ら
せ
ば
、
人
権
・
民
主
主

義
の
保
護
は
、
国
内
政
策
と
対
外
支
援
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か

で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
同
時
並
行
的
に
行
う
し
か
、
も
は
や
道
が
な

い
。

　

人
権
・
民
主
主
義
分
野
で
の
国
内
・
対
外
政
策
の
同
時
推
進
を
提

唱
す
る
米
国
識
者
た
ち
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
対
外
支
援
を
、
米

国
の
民
主
主
義
改
善
に
つ
な
げ
る
相
互
学
習
の
機
会
に
す
べ
き
と
論

じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
パ
ー
パ
ス
誌
に
三
月
に
掲
載

さ
れ
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
の
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
サ
ー
ズ

臨
時
会
長
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
論
文

は
、
人
権
・
民
主
主
義
分
野
で
の
支
援
に
お
い
て
、
米
国
は
自
国
に

と
っ
て
も
課
題
と
な
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
も
取
り
上
げ
、
支
援
内
容
を

自
国
内
で
も
展
開
す
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。
米
国
民
主
主
義
の

欠
陥
を
認
め
、
海
外
か
ら
学
ん
で
こ
れ
を
真
摯
に
解
決
す
べ
き
と
い

う
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
、
そ
れ
ま
で
の
米
国
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
識
者
の
間
で
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
バ
イ
デ
ン
政
権
も
ま

た
実
際
に
重
視
す
る
課
題
は
、
人
権
・
民
主
主
義
外
交
の
国
際
連
携

で
あ
る
。
米
国
の
影
響
力
が
相
対
的
に
衰
退
し
て
き
て
い
る
上
、
四

年
間
に
及
ん
だ
「
ト
ラ
ン
プ
劇
場
」
の
分
断
政
治
に
よ
っ
て
人
権
・

民
主
主
義
分
野
に
お
け
る
米
国
の
国
際
的
信
頼
が
大
き
く
損
な
わ

れ
、
米
国
が
単
独
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、
も
は

や
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
認
識
が
そ
こ
に
は
通
底
し
て
い
る
。

　

国
際
連
携
の
困
難
な
点
は
、
連
携
す
べ
き
国
々
の
多
く
で
自
由
主

義
的
民
主
主
義
が
弱
体
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
と
の
連
携
が

果
た
し
て
自
由
と
人
権
の
擁
護
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
得
る
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
バ
イ
デ
ン
政
権
初
年
度
終
盤
に
予
定

さ
れ
て
い
る
民
主
主
義
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

影
響
と
民
主
主
義
の
劣
化
が
激
し
い
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
を
招

待
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
排
除
す
べ
き
か
と
い
っ
た
国
際
連
携
の
形

作
り
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。こ
の
点
、ヤ
シ
ャ
・
モ
ン
ク
教
授（
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
）
は
、
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
誌

三
・
四
月
号
の
論
文
で
、ゆ
く
ゆ
く
は
民
主
主
義
が
弱
体
化
し
た
国
々

と
協
力
す
る
可
能
性
も
残
し
つ
つ
、
民
主
主
義
が
現
在
も
確
固
た
る

国
々
の
間
で
緊
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
と
い
う
、
二
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段
構
え
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

ウ
イ
グ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
対
中
協
調
制
裁

　

国
際
的
に
見
て
人
権
状
況
が
比
較
的
良
好
な
北
米
と
欧
州
の
民
主

主
義
諸
国
は
、
人
権
分
野
に
お
け
る
国
際
連
携
を
す
で
に
強
化
し
て

い
る
。
最
た
る
例
は
、ウ
イ
グ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
対
中
制
裁
で
あ
る
。

米
国
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
三
月
二
二
日
、
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
人
権
侵
害
に
関
わ
っ
た
と
し
て
、
四
人
の

中
国
政
府
関
係
者
に
対
し
て
資
産
凍
結
や
渡
航
禁
止
な
ど
の
協
調
制

裁
を
課
し
た
。

　

こ
の
協
調
制
裁
の
特
徴
は
、
Ｅ
Ｕ
が
昨
年
一
二
月
に
人
権
制
裁
法

で
あ
る
欧
州
マ
グ
ニ
ツ
キ
ー
法
（European M

agnitsky A
ct

）

を
導
入
し
、
制
裁
に
加
わ
っ
た
点
で
あ
る
。
個
別
国
家
が
単
独
制
裁

を
か
け
る
と
な
れ
ば
、
問
題
解
決
に
向
け
た
影
響
力
が
限
定
さ
れ
る

の
み
な
ら
ず
、
制
裁
に
対
す
る
中
国
か
ら
の
報
復
に
耐
え
る
だ
け
の

経
済
的
体
力
も
必
要
と
な
る
。
欧
州
マ
グ
ニ
ツ
キ
ー
法
の
導
入
は
、

こ
う
し
た
制
裁
の
限
界
を
自
覚
し
た
欧
州
の
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
諸
国

が
、
集
合
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
協
調
制
裁
に
対
し
て
中
国
政
府
は
報
復
制
裁
措
置
を
取
り
、

欧
州
議
会
議
員
ら
一
〇
名
、
ド
イ
ツ
に
拠
点
を
置
く
中
国
専
門
シ
ン

ク
タ
ン
ク
、
お
よ
び
研
究
者
ら
を
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
せ
、
中
国

と
の
取
引
や
渡
航
を
禁
じ
た
。
こ
の
制
裁
が
協
調
制
裁
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
中
国
に
よ
る
報
復
制
裁
の
対
象
が
欧
州
に
偏
っ
て
い

る
こ
と
は
、
欧
州
と
米
国
を
分
断
し
よ
う
と
す
る
中
国
の
意
図
を
示

唆
し
て
い
る
。

　

し
か
し
中
国
の
報
復
は
、
欧
州
を
お
じ
け
づ
か
せ
て
米
欧
を
分
断

す
る
ど
こ
ろ
か
、
欧
州
か
ら
の
激
し
い
反
発
を
呼
び
込
ん
だ
。
ジ
ョ

セ
ッ
プ
・
ボ
レ
ル
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全
保
障
政
策
上
級
代
表
は
中
国
の

対
応
を
非
難
し
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
な
ど
は
中
国
大
使
を
本
国
に
召
還

し
た
。
昨
年
一
二
月
に
合
意
に
至
っ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
と
中
国
と
の
包
括

的
投
資
協
定
へ
の
欧
州
議
会
で
の
署
名
に
反
対
す
る
声
も
高
ま
り
、

現
在
ま
で
署
名
が
行
わ
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
人
権
推
進
の

た
め
の
国
際
連
携
は
、
今
後
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。

対
中
人
権
外
交
に
慎
重
な
日
本
だ
が

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヤ
ン
グ
ス
（
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
）
シ
ニ

ア
フ
ェ
ロ
ー
は
、
一
月
に
発
表
し
た
編
著
書
に
お
い
て
、
米
欧
に
対

し
、自
由
主
義
的
民
主
主
義
を
護
る
た
め
に
は
北
東
ア
ジ
ア
の
日
本
、

韓
国
、
台
湾
と
も
連
帯
を
強
め
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
日
本
は
、
欧
米
の
対
中
協
調
制
裁
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。

日
本
政
府
は
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
近
い
中
国
を
あ
ま
り
刺
激
し
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な
い
路
線
を
取
っ
て
お
り
、
日
本
に
同
様
の
人
権
制
裁
法
が
存
在
し

な
い
こ
と
も
一
因
に
あ
る
。

　

他
方
で
国
会
議
員
の
間
で
は
、
こ
の
一
年
間
、
対
中
人
権
外
交

を
め
ぐ
る
国
際
潮
流
に
日
本
が
歩
調
を
合
わ
せ
る
べ
き
と
の
意
見

が
拡
大
し
て
い
る
。
中
谷
元
衆
議
院
議
員
（
自
民
党
）
と
山
尾
志

桜
里
衆
議
院
議
員
（
国
民
民
主
党
）
は
、
昨
年
六
月
に
結
成
さ
れ

た
「
対
中
政
策
に
関
す
る
列
国
議
会
連
盟
（Inter-Parliam

entary 
A

lliance on China

）」
に
日
本
か
ら
参
加
し
、
議
員
間
で
の
国
際

連
携
の
動
き
を
取
り
始
め
た
。
彼
ら
は
欧
米
諸
国
で
の
議
論
と
足
並

み
を
揃
え
よ
う
と
、
日
本
国
内
で
超
党
派
の
「
対
中
政
策
に
関
す
る

国
会
議
員
連
盟
」
を
結
成
し
、中
国
の
人
権
問
題
を
議
論
し
て
き
た
。

歴
史
的
に
対
中
非
難
に
は
乗
じ
に
く
い
公
明
党
も
取
り
込
ん
で
、
四

月
に
こ
の
議
員
連
盟
は
中
国
の
み
な
ら
ず
幅
広
く
人
権
外
交
を
扱

う
「
人
権
外
交
を
超
党
派
で
考
え
る
議
員
連
盟
」
に
発
展
し
て
い
る
。

個
々
の
政
党
で
も
、
二
月
に
は
自
民
党
で
「
人
権
外
交
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
が
、
国
民
民
主
党
で
「
人
権
外
交
と
経
済
安
全
保
障
に

関
す
る
研
究
会
」
が
発
足
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
最
大
の
関
心
事
は

中
国
に
お
け
る
人
権
問
題
で
、
日
本
版
人
権
制
裁
法
に
関
す
る
議
論

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
普
遍
的
価
値
と
し
て
人
権
を
重
視

し
国
際
連
携
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
の
と
並
行
し
て
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
に
、
反
中
保
守
派
の
動
き
に
支
え
ら
れ
て
い
る
点
は
注
意
を

要
す
る
。
安
倍
政
権
期
に
は
首
相
が
保
守
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
保
守
派
の
支
持
が
離
れ
な
い
と
い
う
環
境
が
あ
っ
た
が
、

菅
政
権
で
は
首
相
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
が
弱
い
こ
と
か
ら
、
自
民
党

内
の
保
守
派
が
突
き
上
げ
を
強
め
て
お
り
、
特
に
対
中
政
策
に
お
い

て
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
人
権
外
交
の
議
論
に
参
画
し
て
い
る
の
も

自
民
党
内
の
保
守
派
が
多
く
、
彼
ら
の
関
心
は
人
権
規
範
を
め
ぐ
る

国
際
連
携
に
あ
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
と
も
す
る
と
普
遍
性
へ
の
疑
義
を
招
き
か
ね
な
い
た
め
、
中
国

政
府
を
過
度
に
刺
激
し
た
く
な
い
と
考
え
る
日
本
政
府
・
外
務
省
に

と
っ
て
、
人
権
制
裁
法
を
推
進
す
る
動
き
を
か
え
っ
て
取
り
に
く
く

し
て
い
る
。

日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
際
連
携
の
あ
り
方

　

国
会
議
員
の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
日
本
の

人
権
外
交
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
消
極
的
な
ま
ま
に
と
ど
ま
る
。

五
月
五
日
の
Ｇ
７
外
相
会
合
に
お
い
て
、
中
国
の
少
数
民
族
に
対
す

る
人
権
侵
害
へ
の
懸
念
が
共
同
声
明
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
望
ま

し
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
そ
れ
以
上
踏
み
込
む
こ
と
は
し

て
い
な
い
。
守
勢
に
立
た
さ
れ
る
自
由
と
人
権
を
護
る
た
め
の
国
際

連
携
が
求
め
ら
れ
る
中
、
今
後
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
役
割
を
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拡
大
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
、
単
な
る
声
明
の
表
出
を
超
え
て
、
国
際
協
調
に
基
づ
く

具
体
的
な
人
権
・
民
主
主
義
支
援
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
日

本
に
と
っ
て
は
制
裁
の
よ
う
な
強
制
手
段
よ
り
も
、
支
援
と
い
う
積

極
的
手
段
を
中
心
に
用
い
る
方
が
適
合
性
が
高
い
。
特
に
、
政
府
の

透
明
性
・
説
明
責
任
向
上
、
腐
敗
防
止
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
用

い
た
抑
圧
防
止
の
取
り
組
み
な
ど
、
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
焦

点
を
合
わ
せ
た
支
援
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
れ
ば
、
日
本
の
国
内
世

論
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

い
。
米
国
と
台
湾
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
訓
練
枠
組
み
（
Ｇ
Ｃ
Ｔ

Ｆ
：Global Cooperation and T

raining Fram
ew

ork

）
に

二
〇
一
九
年
か
ら
日
本
が
参
加
し
、
腐
敗
防
止
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
由
主
義
的
国
際
秩

序
の
保
護
に
と
っ
て
望
ま
し
い
取
り
組
み
だ
と
言
え
る
。

　

第
二
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
東
南
・
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
言
論
・
報
道

の
自
由
、
市
民
社
会
ス
ペ
ー
ス
、
政
府
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
ど
が
大

き
く
損
な
わ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
と

人
権
を
守
る
た
め
の
地
域
連
携
を
先
導
す
べ
き
で
あ
る
。
モ
ン
ク
教

授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
民
主
主
義
が
健
在
な
国
々
で
中
核
を
固
め

て
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
上
で
、
非
民
主
主
義

国
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
的
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
米
豪
印
戦
略
対
話
の
よ
う
な
民
主
主
義
国

政
府
間
の
ミ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
枠
組
み
や
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
自
由
主
義

規
範
保
護
に
資
す
る
１
・
５
ト
ラ
ッ
ク
枠
組
み
と
し
て
市
民
社
会
で

準
備
が
進
む
サ
ニ
ー
ラ
ン
ズ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（Sunnylands 

Initiative

）
な
ど
を
土
台
に
し
た
枠
組
み
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
政
府
と
は
別
に
動
く
こ
と
の
で
き
る
ア
ク
タ
ー
の
国
際

連
携
強
化
も
求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
国
会
議
員
が
欧
米
議
員
と
の
国

際
連
携
を
強
め
て
い
る
の
は
望
ま
し
い
動
き
で
あ
る
。
今
後
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人
権
議
員
連
盟
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ Parliam

entarians for 
H

um
an Rights

）
や
ア
ジ
ア
リ
ベ
ラ
ル
民
主
評
議
会
（Council 

of A
sian Liberals and D

em
ocrats

）
へ
の
国
会
議
員
の
参
加

を
通
じ
た
、ア
ジ
ア
の
リ
ベ
ラ
ル
議
員
連
携
強
化
に
も
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
、
日
本
そ
れ
自
身
の
民
主
主
義
を
改
善
し
、
民
主
主
義
国

と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
多
く
の
国
で
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
家
が
支
持
を
集
め
て
い
る
の

は
、
政
府
の
政
策
成
果
に
対
す
る
失
望
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。
日
本

政
府
も
透
明
性
と
説
明
責
任
を
高
め
、
そ
れ
を
よ
り
よ
い
経
済
・
社

会
政
策
の
策
定
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
デ
モ
ス
（
大
衆
）

か
ら
の
批
判
を
受
け
た
改
善
を
積
極
的
に
行
う
、
あ
り
得
べ
き
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
と
し
て
の
姿
を
国
内
的
に
も
対
外
的
に
も
輝
か
せ
る
こ
と

が
、
国
際
的
な
民
主
主
義
規
範
の
強
化
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
●




